
�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�w�þ�Â�q�F
R�
��

�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�w�þ�Â�q�F
R

	 Í � M 	 2 � i
�¢��
æ	²�£

�x �a �Š � t

�b�å���D�t��	Z�^�•�h
\�”�¶	6	ù�^�q�t
��U�p�Ø	��“
Ê�‰�‚�V���m�w�]�J�w�


�m�t�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�Æ�ˆ�w�§�	�~
*
��›���t�`�h�\�q�U�V�l�T�Z�q�s�“�|�­�­�•�»

�q�•�þ�q�­�­�ª
ƒ�s�t�S�M�o�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�Æ�ˆ�›�§�	�~
*
��b�”�h�Š�w	��“
Ê�ˆ

�U�ô�‡�“�m�m�K�”�{�Š�Ø�p�x�|�‡�c�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�w�þ�Â�t�m�M�o�ß�o�`�|�Í

�M�p�|�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�w�F
R�~�Z	.�Ä�À�w�™�[�q�q	Ý�›�ß�o�b�”�\�q�t�‘�“�|

���™�w�]�J�•�M�²�›�s�“�h�M�{

�
�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�w�þ�Â

�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�w�þ�Â�›�ß�Q�”�t�p�h�l�o�|�x�a�Š�t�®�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�¯

�q�x�?�T�›�Ì�’�T�t�`�o�S�X
ž�A�U�K�–�O�{
\�”�¶	6	ù�^�q�t
��p�x�|�Ø�å�ï�Â

�Ÿ�ž�Æ�ˆ�›�®�x
��w�×���™�¤�t�,�n�V�|�f�w�Œ�Ý�~�U�ó�•�Ì���s�›
��œ�p���™�`�|

�þ�q�t�é�Y�b�”�\�q�¯�q���[�`�o�M�”�{�\�w���[�t�s�’�Q�y�|�®�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ

�ž�Æ�ˆ�¯�q�x�|�®�x
��w�×���™�¤�t�,�n�V�|�f�w�Œ�Ý�~�U�ó�•�Ì���s�›
��œ�p��

�™�`�|
\�”�¶	6�w��
��t�é�Y�b�”�\�q�¯�q���[�^�•�‘�O�{�‡�h�|�\�•�›�æ�O	��U

�H�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�¯�q�M�O�\�q�t�s�”�{

�\�w�‘�O�t�ß�Q�”�q�|�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�x
ñ�±�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�•���¥�-�¢�s�r�w

�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�q�x�þ�Â�›�Ÿ�t�`�o�S�“�|�\�w�™�¯�p���‘�w���O�q�t�O�\�q�t�s�”�{

�`�T�`�|�q�î�t�x�|�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�w�Æ�ˆ
ü�ú�w�¿�U�“�t�‘�”�®�Á�¥�„�=�q	Å�¯�‹

�_�’�•�”�{�«�Q�y�|
����6�w�¬�ç�”�Ó�U�¬�½���•�.�“���s�p�.�Ç�•�Ç�•�›�0	Å�t

�¬���b�”�­�”�µ�x�°
`�$�p�K�”�U�|�Ý
��×�”�Ü�s�r�w
ñ�±�ª
ƒ�p�¬���b�”�­�”�µ

�‹�¿�X�_�’�•�”�{
²	��x�.�Ç�•
h	—�å�t�0�b�”�­�­�$�s�‡�V�T�Z�›�è�$�t�`�o�S



�*���›	B
\�”�¶	6�þ�q�q�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž

�æ�|�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�q�t�Q�”�{�\�•�t�0�`�o�|�™	��x�ô�¸	��t�0�b�”�­�­�$�s

�^�;�‹�™
$�`�o�M�”�U�|�ô�¸	��t�0�b�”
ñ�±�Æ�ˆ�q�`�o�w�þ�Â�‹�‹�l�o�S�“�|�f

�w�™�¯�p�x�|
ñ�±�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�q�t�Q�”�{�‡�h�|
�	Ë	��•�w�±�”�Ï�µ�›�æ�O�Ø�å

�ï�Â�Ÿ�ž�x
�	Ë	��•�w
ñ�±�Æ�ˆ�›�æ�O�q�M�O�™�¯�p�x�|
ñ�±�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�q�t�Q

�”�U�|
$	{���t�S�M�o�|
�	Ë	��w�b�;�•�w�±�”�Ï�µ�›�æ�O	Ô�ù�x�|
�	Ë	��w�¶	6

�Æ�ˆ�›�		•�b�”�q�M�O�™�¯�p�|�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�q�t�Q�‘�O�{

�Ž	Í�w���[�›�•�‡�Q�o�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�w�þ�Â�›�ß�Q�”�q�|�Í�w���m�t
T�g�^

�•�‘�O�{

�
�m�x�|�¶	6�w�¦�‹�p�K�”�{
��‘�w�¶	6�¢�Œ�Ý�~�U	[�w	6�˜�s�£�›�¦�‹�b�”�Ø

�å�ï�Â�Ÿ�ž�p�K�”�{�M�˜�•�”
•�ó�$�¦�‹	��x�\�w
ü�ú�t���b�”�U�|�\�•�’�w�¦�‹

	��U�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž
^
��›�‹�l�o�Æ�ˆ�b�•�y�|�¢�f�w�v�“�t�S�M�o�£�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž

�q�t�Q�”�{�°
`�$�t�x�|�ô�¸	�
��P�Æ�;�•�¶�Í�w�þ�q
��Æ�;�t�S�Z�”�¦�‹	��w�‘

�O�t�|�f�w
ü�ú�w
•�ó�H�p�x�Á�X�q�‹�|
�
\�&�g�s�›
\�T�`�o�¦�‹�b�”	��›�¶	6

�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�‡�h�x�­�­�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�q	¶�`�o�M�”�{

�H���x�|�¶	6	B�‚�s�w�á�æ	Í�w�æ�”�¼�”�p�K�”�{�\�•�’�w
��‘�x�|�¶	6	B�‚�w


*
��—�q�‹�t�O�‚�V
u�Ã�$�s�þ�Â�›�L�h�`�o�S�“�|�Æ�ˆ�w
Q�¨�T�’�¶	6�Ø�å�ï�Â

�Ÿ�ž�q�̂ �s�b�\�q�‹�p�V�‘�O�{

�H���x�|
\�”�¶	6�w�¯�”�Ã�Ÿ�É�”�»�”�p�K�”�{�¶	6�ª
ƒ�|�¶	6�;�q�|�¦�‹	��s

�r�w�¶	6�¿�o�q
��‘�¢�¶	6	��£�›
��p�b�”�þ�Â�›�‹�m�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�p�K�”�{�é�.

�$�t�x�|
��‘�t�0�`�o�¶	6	Ø�C���™�›�æ�l�h�“�¶	6
ì�Š�t� �c�”�‹�w�p�K�”�{�«

�Q�y�|
\�”�¶	6
*
��»�•�¶	6
ì�Š�»�s�r�U�\�•�t�˜�p�b�”�{�\�•�’�w
��‘�w�¤�t

�x�|
‡	×�È	ì�»�w�‘�O�s���p�æ
S�T�’�•	ä�^�•�o�Æ�ˆ�b�”�­�”�µ�U�_�’�•�”�{�\

�w�‘�O�s�­�”�µ�p�x�|�k�µ�s�™�¯�p�x�®�½���¯
\�”�¶	6�¦�‹	��t�x���‡�•�s�M�U�|

�H���Ü�$�t�x�|�þ�q�­�­	��Ä�s�r�w
Y�F�w	ì�»�q�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�w�¤���t�•�”�b�”

���O�\�«�����¯�q�`�o�|�½��
��q�`�o�w�þ�Â�‹�8�4�^�•�”�{�‡�h�|�f�w�þ�Â�s�T�’�Ø

�å�ï�Â�Ÿ�ž�w
c�j�Ž�O�t���Š�”�ß�Q�M�‹�_�’�•�”�{

�H���x�|�¶	6�Æ�ˆ�w�		•	��p�K�”�{
��‘�w�¶	6�›�§�Q�”�h�Š�w�7�‘�s�		•�›�æ

�O�‹�w�p�K�”�{�«�Q�y�|�¬�½���w�è�2�s�t�S�Z�”�-�­	��•
$	{���s�t�S�Z�”
�	Ë

	��•�w�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�U�K�”�{�‡�h�|� �Õ�ï�Ä�w�á�æ�•�w� �—	��w�‘�O�t�|�Ñ�—�s

�w���™�›�è�a�o�¶	6�›�		•�b�”	��U�K�”�{

� � �¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�w�F
R�~�Z	.�w�™�[

�Í�t�|�¶	6�Ø�å�ï�Â�Ÿ�ž�w�F
R�~�Z	.�w�™�[�t�m�M�o�ß�o�`�‘�O�{�x�a�Š�t�|



学習ボランティアの役割と養成１５
｢養成」と「研修」の定義を整理しておきたい。「養成」とは，「養い育てること」
(広辞苑）を意味するが，「社会教育主事を養成する」という用法に示されるよう
に，資格取得のための研修において用いられることが多い。これに対して，「研
修」とは，「①学問や技芸などをみがきおさめること②現職教育」（広辞苑）の
二様に用いられている。以下，この定義を適用して，新たにボランティア活動を
行う人に対して，必要な知識・技術等の習得を図ることを「養成」とし，ボラン
ティアの資質・力量の向上のための機会を「研修」として区別することとしたい。
学習ボランティアの養成・研修の意義を考える上で，国の答申等が参考となろ
う。昭和46年４月の社会教育審議会答申は，「今後，国民の自主的学習の多彩な
展開を促進する中心的な力となるものは，民間における有志指導者のエネルギー
である｡」として，指導者養成事業の拡充を提言している。（第２部５(2)｣縦2）こ
の答申では，「民間における有志指導者」という表現を用いているが，学習ボラ
ンティアの概念と多分に重なる面があると言えよう。
昭和61年12月の社会教育審議会施設分科会報告では，「ボランティアの養成と

研修」の項目を設けて，「ボランティア活動を更に広めるためには，人々の参加
を容易にする諸条件の整備を図ることが大切である。ボランティアに関する養成
や研修を積極的に行うのもその一つである｡」として，①それぞれの施設の特色
を生かした養成・研修のためのプログラムを用意すること，②高度な知識・技術
を必要とする領域の増加が予想される。そのために，研修の高度化を図ること，
③ボランティアのまとめ役としてのボランティア・リーダーの役割が重要とな
る。そのために，ボランティアの養成・研修を積極的に行うこと-の３点を提
言している。（第３章２ik3')
昭和62年４月の臨時教育審議会の第３次答申は，ボランティア活動の意義を述

べた上で，「その活動を充実させたいと希望する人々に対して，必要な知識・技
術の習得やそのリフレッシュができるような研修プログラムを準備する」ことを
提言している。（第１章第１節'縦4'）
平成４年７月の生涯学習審議会答申では，ボランティア層の拡大のためには，

｢ボランティアとして活動するための基礎的な学習機会の充実や，学習の成果と
能力を生かした活動の場の開発が今後の課題であり，特に公的施設・機関等の役
割が期待される」と述べている。（第２部第２章２(3)）また，「ボランティア活
動においては，その中心となる経験豊富な世話役的リーダーの役割が大きい」と
して，ボランティアを受け入れる施設や機関等が「必要に応じ，ボランティア活
動のリーダーとなる人の資質・能力の向上を図る機会を設けること」を提言して
いる。（第３部4(1)!i':5')
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２２特集生涯学習社会とボランティア
ア団体への参加を奨励している」が25.7％である。これらは，公的機関が実施す
る養成・研修事業の目的を端的に示していると言えよう。
また，「人材バンクに登録している」は6.3％にすぎないが，これは人材バンク
を整備している市町村が少ないことの表れであろう。
(3)特徴的な講座の分析
市町村の教育委員会，社会教育施設や社会福祉協議会等が平成３年度に実施し
たボランティア養成・研修講座のうち，特徴的なものを所定の様式に３つまで記
入していただいたところ，476市町村の内の237市町村から419事例が寄せられた。
事例を分析したところ，図２に示すように，養成・研修講座の主な目的は７分

学習援助・教育ボランティア
青少年健全育成・青少年指導のボランティア
家庭教育のボランティア
伝統文化の保存・継承のためのボランティア
スポーツ・レクリエーションの普及のふめのボランテイア
国際交流のためのボランティア
社会教育関係団体のリーダー
社会教育施設のボランティア
福祉一般に関するボランティア
心身障害者に対するボランティア
高齢者に対するボランティア

-E撫蛎蕪

ｌ学習（教育）ボランティアの養成

--E２福祉ボランテイアの養成

‘保健医療に鮒る糊ﾃ'ｱ"誠一E墓篭無期
４消費生活に関するボランティアの養成

，鮴保護環境美化州"榊河γ王:蕊藤::撫寡
６まちづくりのためのボランティアの養成

７その他

図２ボランティア養成・研修講座の種類

(資料）余暇文化振興会調査報告書の
「特徴的なボランティア養成・研修講座」の分析より



学習ボランティアの役割と養成２３
野に整理された。なお，この分野では，国際交流のためのボランティアを，交流
機能がもつ教育作用に着目して，「学習（教育）ボランティアの養成」の範ちゅ
うに含めている。また，図書館において身障者サービスを行うボランティアの養
成も，身障者の学習活動への支援という視点から，「学習（教育）ボランティア
の養成」の「社会教育施設のボランティア」り範ちゅうに含めている。
これらの内，福祉ボランティアの養成・研修講座が最も多く，次いで，学習
(教育）ボランティアの養成・研修講座である。
ア学習（教育）ボランティアの養成
まず，学習（教育）ボランティアの養成に関しては，さらに９分野に分けられ

ており，ボランティア養成の分野の多様化が進みつつあることが示されているよ
うに思われる。
具体的な事例に関しては，入門的な，初心者への導入的な事例が多いが，その
内容は，特定の活動目的に即した事例が多い。また，高度で専門的な内容のもの
も見られる。例えば，「親と子のこころの電話相談員養成講座」（京都市教育委員
会）は，電話相談員として必要な基礎知識や基本的な心構え，応答技能の習得を
図るために，基礎講座（５日間)，専門講座（５日間)，実習訓練（１４日間)，計
24日間の研修を行っている。また，「図書館ボランティア養成読み聞かせ講座
初級編，中級編」（愛知県豊浦町中央図書館）のようなレベル別の研修や，「朗読
者現任講座（医学)」（東京都大田区立図書館）のように，医学面の朗読ボランテ
ィアの養成を図った研修も見られる。
また，スポーツ・レクリエーションに関しては，日本レクリエーション指導者

認定，体力テスト判定員などの資格取得と結びつけたボランティア養成の事例が
見られる。
実施機関では，教育委員会が53で特に多い。次いで，社会教育施設が27,社会

福祉協議会２，その他l8である。
社会教育施設の内訳は，公民館と図書館が多いが，図書館の養成・研修講座が，

読み聞かせや点訳ボランティアなど，図書館活動に関するボランティアの養成を
主な目的としているのに対して，公民館の養成・研修講座は「学習援助（教育）
の養成・研修」の中の様々な分野にわたっているという特徴がある。
「その他」の実施機関の内訳は，対象別の団体や目的別の社会教育団体が多い。

また，教育委員会と公民館，町と教育委員会と関係団体，公民館と関係団体など
の共催の事例も少なからず寄せられている。
対象別では，成人を対象としたものが特に多い。また，小・中・高生を対象と
した事例も少なからず寄せられており，最近の青少年ボランティア活動促進の機
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２６特集生涯学習社会とボランティア
、 ラ ン テ 養 成 研 修 一 関 し今後の取り組み姿翌

〔養成・研修の分野〕
・学習ボランティア，社会教育の分野におけるボランティアの養成
・高齢者に対するボランティアの養成
・在宅福祉ボランティアの養成
〔内容のレベル〕
．長い時間をかけて様々な学習機会を設け，真に活動できる人を養成したい
・登録者のレベルアップ
〔参加層の拡大〕
・加入者の若年化を図る
〔リーダー養成〕
・ボランティアのリーダー養成
〔学習成果の評価と活用〕
・講座等で学んだ成果をボランティア活動につなげる努力
・公民館講座の修了生を生涯学習ボランティアとして積極的に活用する
〔実施機関，連携〕
・地区公民館におけるボランティアの養成，各公民館単位でボランティアを養成
・新設予定の図書館，美術館，文化センターにおけるボランティアの養成
・社会福祉協議会と連携して開設したい

今後，養成・研修事業を実施するに当たっては，以上の担当者の意識に示され
るように，生涯学習の分野におけるボランティアや社会教育施設の機能と結びつ
いたボランティアの養成，高齢化などの地域課題への対応，活動内容の多様化・
高度化への対応，参加層の拡大（青少年，勤労者，高齢者等)，リーダー養成等
によるボランティア団体・グループの育成と活性化への援助，講座修了者の評価
と活用，関係機関との連携の促進などの視点が求められよう。
また，事業に取り組むための条件を整備することも重要な課題と思われる。例

えば「今後の取り組み姿勢や抱負」について記入された中で，職員体制の問題が
指摘され，「取り組むゆとりがない」とか「考えているゆとりがない」という記
述が見られた。また，「職員の人材不足のため，事業の取り組みが出来ない」と
いう指摘もあった。このような実状を考盧したとき，事業全体の見直しの中で，
ボランティアの養成・活用事業を位置づけることも求められよう。また，職員研
修における位置づけと他機関の研修機会への派遣も求められよう。



学習ボランティアの役割と養成２７
最後に，市町村の実態に対応した取り組みが求められよう。余暇文化振興会の
調査では，養成・研修事業等の取り組みの実状において，全体として市＞町＞村
の順に差異が見られた。これについては，市町村の担当者の次のような指摘が参
考となろう。「少ない人口と老齢人口30％という現状では，きわめて育成しにく
い」（町)，「過疎化に伴う人口の減少と高齢化により，ボランティア活動の促進
が図りにくい現状にある」（村）という実状である。もう一つ考慮すべきことは，
農村部においては日常の人間関係や生活課題と結びついた団体活動等の中で，ボ
ランティア的な協力関係が形成されており，改めて養成・研修事業を行う必要性
が少ないということである。「小規模村なので，既にある程度ボランティアに近
い形で協力していただいている」という指摘がその例である。この意味でも，今
後地域の実状に即したボランティア活動の促進方策を探求し，その中に養成・研
修事業を位置づけることが求められよう。
注ｌ伊藤俊夫「社会教育におけるボランティア論」（辻功・岸本幸次郎編『社
会教育の方法」第一法規,１９７９(昭和54)年11月,４５頁）

注２社会教育審議会「急激な社会構造の変化に対処する社会教育のあり方につ
いて（答申)｣１９７１(昭和46)年４月（文部省内生涯学習・社会教育行政必
携』第一法規,1993年（平成５)年７月所収）

注３社会教育審議会「社会教育施設におけるボランティア活動の促進について
（報告)」1986年（昭和61年)１２月（前掲書所収）

注４臨時教育審議会「教育改革に関する第三次答申」1987(昭和62)４月（前
掲書所収）

注５生涯学習審議会「今後の社会の動向に対応した生涯学習の振興方策につい
て（答申)｣１９９２(平成４)年７月（前掲書所収）

注６上條秀元「民間指導者・ボランティアの養成・研修と活用」（岡本包治編
著「これからの指導者・ボランティア』ぎようせい,1992(平成４)年１０月，
４７頁）

注７（財）日本余暇文化振興会『余暇学習の成果を生かしたボランティアの養
成と活用に関する調査」１９９３(平成５)年３月。なお，この調査は平成４年
１０月から12月にかけて，無作為抽出による1,099の市町村教育委員会宛に実
施した。有効回答数は475（有効回答率43.2％)，調査対象は，教育委員会及
び関係機関（社会教育施設，社会福祉協議会等）である。


